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	応用
	抗原情報
	背景
	カルボキシペプチダーゼは、食物の消化から神経内分泌ペプチドの選択的生合成まで、幅広い機能を有する。CPA5などのカルボキシペプチダーゼA/Bサブファミリーのメンバーは、約90アミノ酸からなるプロ領域を有し、活性カルボキシペプチダーゼドメインのフォールディングを補助する。プロ領域の切断により酵素は活性化される（Wei et al., 2002 [PubMed 11836249]）。[OMIM提供、2008年3月],触媒活性：C末端アミノ酸を遊離するが、-Asp、-Glu、-Arg、-Lys、または-Proとはほとんどまたは全く反応しない。,補因子：サブユニットあたり1個の亜鉛イオンに結合する。,類似性：ペプチダーゼM14ファミリーに属する。,組織特異性：発現が非常に低いか、検出されない。,
	研究分野
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	CPA5 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	CPA5ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

